
定例記者会見 

 

 

日 時 令和５年１月 19日（木）午前 10時 30分～ 

場 所 飯山市役所 ３階 31号会議室 

 

 

会見事項 

 

 

１ 雪かき支援事業実証試験の進捗状況について（総務部） 

 

 

 

 

 

２ １月 11日～12日 大阪市訪問の結果報告について 

   

 

 

 



飯山市雪かき支援事業実証試験 進捗状況 

2023.01.18現在 

１、経過 

R4.12.13      事業予算修正可決 

R4.12.15      雪かき支援員の募集（ハローワーク、市 HP、SNSほか） 

               支援対象集落全戸へ雪かき支援申請書の配布、受付開始 4地区 7集落 

 

R4.12.20～26  雪かき支援員応募者面接 9名 

 

R4.12.27      雪かき支援員 7名任用、支援隊発足式 

                 雪かき支援対象世帯経過① 15件（田町区 3、富倉地区 5、小管区１、温井区６） 

 

R4.12.31～    雪かき作業開始  

 

R5. 1. 1６      雪かき支援対象世帯経過② ２１件（田町区５、富倉地区 5、小管区２、温井区９） 

作業回数 13回 ：1回目６件、2回目２件、3回目 1件 共に温井、富倉） 

 

２、支援対象世帯の概要（該当要件複数含む） ：実数２１世帯 

 要件 件数 備考 

⑴ 高齢者世帯（65歳以上又は 65歳以上と 18歳のみの世帯） １７  

⑵ 母子・父子世帯（65歳未満の母又は父と 18歳未満のみの世帯） ０  

⑶ 高齢者世帯と母子・父子世帯の混合世帯 １  

⑷ 傷病・障がい者世帯 ９  

⑸ 入院世帯 １  

⑹ 冬期間不在となる世帯で管理人を定めて管理する世帯 １  

⑺ 生活保護世帯とこれに準じる世帯及び⑴～⑷に準じる世帯 ０  

⑻ その他市長が特に認める世帯 ０  

 （現況） 

  ・高齢者世帯かつ傷病歴があり、雪下ろしに不安を抱える世帯の申し込みが多い。 

  ・近隣に親族が住んでいても、雪下ろし支援が受けられない世帯もあり、居住条件だけで線引きでき

ない事情もある。 

  ・雪下ろしを特に心配する世帯にとって支援員は、見守り役として安心感も与えている。 

  ・安全に雪下ろしをするための屋根設備（アングル等）が不安定な家屋もあり、事前調査や所有者に

対しての改善指導も必要。    

 

資料 １ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.1231 温井区 2023.0106 温井区 

2023.0105 富倉地区 

2023.0107 富倉地区 



【大阪出張 1/11(水)・12(木)】 

   11日の正午過ぎの新幹線金沢行き・特急を乗り継ぎ夕方大阪着、12日の午後

3時前大阪駅発金沢行き特急・新幹線を乗り継ぎ午後 7時半前に飯山駅に戻りま

した。 

 

   目的は、 

(1)2024 年(令 6)に大阪市・飯山市市民友好都市 50 周年を迎えるのを記念し、

より友好を深めるための諸行事を両市一体となり企画することを確認すること、 

(2) 江沢が去る 6 日の新年祝賀会で表明した関西圏からの誘客大幅増加の実現

に向け、その幕開けとなる第一歩の PRをすることでした。 

 

   そのため、以下の懇談・視察を行いました。 

①南雲長野県大阪事務所長等との懇談 

②石田社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会センター理事長等との懇

談・施設視察 

③(株)モンベル辰野勇代表取締役 CEO等との懇談 

④西原大阪市市民局長等との懇談 

⑤松井大阪市長・朝川副市長との懇談 

⑥長濱あずさ珈琲営業部長との懇談・施設視察 

それぞれにとても充実したものとなり、上述 2 つの目的に向け有意義な第一歩

となりました。 

よく準備を進めてきた経済部長以下の努力の成果です。 




